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徳島県初記録のナンヨウボウズハゼ

井藤大樹 1・難波拓登 2・庄野耕生 3

A single female specimen of Stiphodon percnopterygionus 
Watson and Chen, 1998 was collected from the Izari-gawa Riv-
er, Tokushima Prefecture, Shikoku, Japan, representing the first 
record of the species from the prefecture. The specimen was 
characterized by premaxilla with 38 tricuspid teeth; central cusps 
of tricuspid premaxillary teeth being longer than those laterally; 
dentary with 34 unicuspid horizontal teeth; round snout protrud-
ing beyond upper jaw; absence of lateral notch in upper lip; ab-
sence of a small protrusion inside medial incision in upper lip; 3 
anal pterygiophores anterior to first haemal spine; second dorsal 
fin with 1 spine and 10 soft rays; pectoral fin with 14 soft rays; 
scales in longitudinal row 31; predorsal scales 14; lateral side 
of anterior trunk covered by scales; long interval between first 
and second dorsal fin bases (7.4% of standard length); 2 blackish 
longitudinal bands on lateral side of body; and no small blackish 
dots on pectoral fin. The specimen collected from the Izari-gawa 
River was most likely to have been transported by the Kuroshio 
Current from a more southern region of Japan.
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 Abstract

ナンヨウボウズハゼ属 Stiphodon Weber, 1895は，イン

ド・太平洋の主に熱帯および亜熱帯域に分布するハゼ科

Gobiidaeの一群で（前田，2018；瀬能ほか，2021），櫛状

の 3尖頭歯が上顎に 1列に並ぶこと，3尖頭歯の中央の尖

端は左右の尖端よりも長いこと，皮質に被われた唇歯が

下顎前縁に 1列に並ぶこと，唇歯の内側に犬歯状の歯が

ある（雌ではこれを欠く種もある）こと，第 1血管棘の前

に 3本の臀鰭担鰭骨があることなどの特徴を有する（明

仁親王ほか，1984; Birdsong et al., 1988; Watson and Kottelat, 

1995; Keith et al., 2015b；前田，2018）．本属には，30を

超える有効種が知られ（Keith et al., 2015b; Maeda et al., 

2015；瀬能ほか，2021），そのうち 7種［コンテリボウズ

ハゼ Stiphodon atropurpureus (Herre, 1927)，トラフボウズハ

ゼ S. multisquamus Wu and Ni, 1986，カキイロヒメボウズハ

ゼ S. surrufus Watson and Kottelat, 1995，ナンヨウボウズハ

ゼ S. percnopterygionus Watson and Chen, 1998，ハヤセボウ

ズハゼ S. imperiorientis Watson and Chen, 1998，ヒスイボウ

ズハゼ S. alcedo Maeda et al., 2012，ニライカナイボウズハ

ゼ S. niraikanaiensis Maeda, 2013］が日本から記録されてい

る（Keith et al., 2015b；前田，2018；瀬能ほか，2021）． 

ナンヨウボウズハゼは，日本，台湾，中国，フィリピン，

パラオ，グアム島に分布する両側回遊性の全長 5 cmほど

の小型魚類で（Watson and Chen, 1998; Yamasaki et al., 2007; 

Maeda and Palla, 2015；前田，2018；瀬能ほか，2021），河

川の中流域や渓流域下部に生息する（岩田，2001；瀬能ほ

か，2021）．国内において本種は，主に大隅諸島，奄美群島，

沖縄諸島，八重山諸島，小笠原諸島から記録されており（明

仁親王ほか，1984；明仁ほか，2013；前田，2018；瀬能ほ

か，2021），静岡県から九州南岸の太平洋沿岸でも散発的

な記録がある（明仁ほか，2013；前田，2018；瀬能ほか，

2021）． 

2021年 10月に徳島県海部郡美波町伊座利川にて，1個

体のナンヨウボウズハゼが採集された．当該標本は，徳島

県におけるナンヨウボウズハゼの初めての記録となるた

め，ここに報告する．

材料と方法
標本は，10%ホルマリン溶液にて 1週間以上固定した

後に 70%アルコール溶液にて 1週間以上保存し，計数・

計測した．計数・計測は，上顎および下顎の歯の数を除い

て，標本の左体側を対象とした．上顎および下顎の歯は，

Watson (1995)に従い，右側の前上顎骨と歯骨上のものを

計数した．標本の計数・計測方法は，明仁親王ほか（1984）

とMaeda and Saeki (2013)に従った．頭部感覚器官はサイ
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アニンブルーで一時的に染色して観察し，感覚管開孔の名

称は明仁親王ほか（1984）とMaeda and Saeki (2013)に従っ

た．計数・計測は，双眼実体顕微鏡下で行ない，デジタル

ノギスにて 0.1 mm単位まで計測した．背鰭および臀鰭鰭

条，尾鰭鰭条と脊椎骨は，軟 X線写真を撮影して計数した．

標準体長（standard length）は，SLと表記した．本研究に

用いた標本は，徳島県立博物館（TKPM-P）に登録・所蔵

されている．

Fig. 1. Color photographs of fresh specimen of Stiphodon percnopterygionus collected from Izari-gawa River, Tokushima Prefecture, 
Japan; TKPM-P 26177, 22.5 mm SL, female. Photo by T. Ito.

Fig. 2. Live specimen of Stiphodon percnopterygionus collected from Izari-gawa River, Tokushima Prefecture, Japan; TKPM-P 
26177, 22.5 mm SL, female. Photo by T. Ito.
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Stiphodon percnopterygionus Watson and Chen, 1998

ナンヨウボウズハゼ
（Figs. 1–3; Table 1）

標本　TKPM-P 26177，1個体，22.5 mm SL，雌，徳島

県海部郡美波町伊座利，伊座利川，タモ網，2021年 10月

17日，難波拓登．

記載　計数形質と体各部の計測値における SLに対する

割合を Table 1に示した．体は円筒形で，尾柄部はやや側

扁する．頭部はわずかに縦扁する．体背縁は吻端から眼上

にかけて上昇し，そこから第 2背鰭起部までゆるやかに上

昇する．第 2背鰭起部から尾鰭基底まではゆるやかに下降

する．体腹縁は下顎先端から腹鰭基底まで下降し，そこか

ら肛門までやや下降する．肛門から尾鰭基底まではゆるや

かに上昇する．眼は大きく，頭部側面の上方に位置する．

吻は丸く，前方に突出し，上顎を覆う．上顎には 3尖頭の

歯が櫛状に並び，下顎には皮質に被われた唇歯が 1列に並

ぶ．下顎に犬歯状の歯はない．3尖頭歯の中央の尖端は左

右の尖端よりも長い．口裂は下位で，上顎後端は眼窩の中

央よりもわずかに前方である．上唇側面の中央付近に切れ

込みはない．上唇中央の切れ込みの内側に小突起はない．

前鼻孔は短い管状で吻部背側面に位置し，後鼻孔は円形で

眼窩の直前に位置する．第 1背鰭は伸長せず，第 1背鰭起

部は腹鰭基底後端よりもわずかに前方である．第 2背鰭起

部は臀鰭起部とほぼ同一垂線上に位置する．肛門は臀鰭起

部の直前に位置する．胸鰭後縁は円形である．左右の腹鰭

は癒合し，吸盤状となる．尾鰭は円形である．第 1背鰭基

底後端付近までの体後部の側面および背面は櫛鱗に，腹部

と第 1背鰭基底後端より前方の体側面および背面は円鱗に

被われる．第 1背鰭起部から後頭部にかけては円鱗に被わ

れる．頭部は無鱗である．第 1血管棘の前に 3本の臀鰭担

鰭骨が挿入する．背鰭の担鰭骨と脊椎骨の関係（P-V）は

3/12210/9．

頭部感覚器官は，感覚管開孔 A’，B，C，D (S)，F，H’，

K’，L’，N’，O’と，頭部背面，側面，腹面にやや発達す

る孔器から構成される（Fig. 3）．

色彩　体背面および側面の地色は黄褐色で，体腹面は
やや黄色がかった白色である．頭部背面から上顎上部にか

けての地色は黄褐色で，下顎から頭部腹面にかけては白色

である．吻端から第 2背鰭基底中央付近にかけての体側上

部に 1本，吻端から尾鰭基底にかけての体側中央部に 1本

の黒色縦帯を有する．第 2背鰭基底中央付近から尾鰭基底

にかけての体背面に 4つの黒色斑を備える．尾鰭基底に黒

色斑を有し，尾鰭基底付近は黄色がかる．第 1背鰭の第 1

棘と第 2棘の間の鰭膜上方の一部が橙色となり，それ以外

は白色半透明である．第 2背鰭，胸鰭，腹鰭，臀鰭，尾鰭

は白色半透明である．

分布　国内においては，静岡県，和歌山県，徳島県，
高知県，宮崎県，鹿児島県（本土，種子島，屋久島，口永

良部島，奄美大島，加計呂麻島，徳之島），沖縄県（沖縄

島，久米島，石垣島，西表島，与那国島），小笠原諸島か

ら記録されている（鈴木・瀬能，1981；藤田，1996；渋谷・

高橋，1999；吉郷，2000，2014；岩田，2001；佐々木ほか，

2001；板井，2004；国土交通省，2007；北原，2012；中尾・

平嶋，2012a, b；明仁ほか，2013; Nakae et al., 2018；古𣘺ほか，

2020；本研究）．国外では，台湾，中国広東省，フィリピ

ン（パラワン島），パラオ，グアム島から記録されている

（Watson and Chen, 1998; Nip, 2010; Maeda and Palla, 2015；

前田，2018）．

備考　本研究で観察した標本は，櫛状の 3尖頭歯が上

顎に 1列に並ぶこと，3尖頭歯の中央の尖端が左右の尖端

Counts
Dorsal fin rays VI-I, 10
Anal fin rays I, 10
Pectoral fin rays 14
Pelvic fin rays I, 5
Branched caudal fin rays 13
Abdominal vertebrae 10
Caudal vertebrae 16
Total vertebrae 26
Premaxillary teeth 38
Dentary horizontal teeth 34
Scales in longitudinal row 31
Scales in transverse row 10
Circumpeduncular scales 13
Predorsal scales 14

Measurements as % of standard length
Head length 22.4
Snout length 7.6
Upper-jaw length 7.1
Eye diameter 4.9
Interorbital width 9.1
Body depth at pelvic fin origin 13.5
Body depth at anal fin origin 15.3
Depth at caudal peduncle 11.3
Length of caudal peduncle from anal fin base 20.9
Length of caudal peduncle from second dorsal fin base 21.9
Predorsal length 34.6
Preanal length 51.8
Length from anus to anal fin 2.6
First dorsal fin length 16.2
Second dorsal fin length 27.9
Length of first dorsal fin base 12.7
Length of second dorsal fin base 23.8
Anal fin length 29.3
Length of anal fin base 23.5
Interval between first and second dorsal fin bases 7.4
Pectoral fin length 17.5
Pelvic fin length 13.8
Caudal fin length 18.4

Table 1. Counts and morphometric measurements of Stiphodon 
percnopterygionus (TKPM-P 26177, female) caught from Iz-
ari-gawa River, Tokushima Prefecture.
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よりも長いこと，皮質に被われた唇歯が下顎前縁に 1列に

並ぶこと，吻が広く，上顎を覆うこと，上唇側面の中央付

近に切れ込みがないこと，上唇中央の切れ込みの内側に小

突起がないこと，第 1血管棘の前に 3本の臀鰭担鰭骨が挿

入することからナンヨウボウズハゼ属に属する（明仁親王

ほか，1984; Birdsong et al., 1988; Watson and Kottelat, 1995；

明仁ほか，2013；前田，2018参照）．さらに，当該標本

は，第 2背鰭が 1棘 10軟条であること，胸鰭軟条数が 14

であること，縦列鱗数が 31であること，背鰭前方鱗数が

14であること，上顎の 3尖頭歯の数が 38であること，体

側鱗が体側前方でも密であること，第 1背鰭基底後端から

第 2背鰭起部までの長さ（1.66 mm）が第 1背鰭基底長の

半分（1.43 mm）よりも長く，SLの 7.4%であること，体

側に 2本の黒色縦帯があること，胸鰭に斑紋がないこと

が，Watson and Chen (1998)，Maeda et al. (2011a)，明仁ほ

か（2013），Keith et al. (2015b)が示したナンヨウボウズハ

ゼ Stiphodon percnopterygionusの形態的特徴によく一致し，

本種に同定された．また，当該標本は，第 1背鰭が伸長し

ないこと，体背面および側面の地色が黄褐色であること，

体側に 2本の黒色縦帯があること，下顎に犬歯状の歯がな

いことから，雌と判断された（Watson and Chen, 1998；前田，

2018参照）．

ナンヨウボウズハゼ属魚類では，雌の体色が互いに

類似し，雌個体のみに基づく同定は難しい（瀬能ほか，

2021）．しかし，体色と複数の計数・計測形質の特徴を

組み合わせれば，雌個体でも同属他種から識別可能であ

る．すなわち，ナンヨウボウズハゼは，雌雄ともに，第

2背鰭が通常 1棘 10軟条であること，胸鰭軟条数が通常

14であること，体側鱗が体側前方でも密であること，第

1背鰭基底後端から第 2背鰭起部までの長さが第 1背鰭

基底長の半分よりも長いこと，胸鰭に斑紋がないことで，

Stiphodon elegans (Steindachner, 1879)，Stiphodon astilbos 

Ryan, 1986，Stiphodon rutilaureus Watson, 1996，Stiphodon 

zebrinus Watson et al., 1998を除くすべてのナンヨウボウ

ズハゼ属魚類から識別できる（Parenti and Maciolek, 1993; 

Watson, 1995; Watson and Kottelat, 1995; Watson et al., 1998, 

2005; Keith et al., 2002, , 2009a, b, 2015a; Keith and Marquet, 

2007; Maeda et al., 2011a, b, 2015；明仁ほか，2013; Maeda, 

2013; Keith and Hadiaty, 2014参照）．また，本種は，同程度

の体サイズであれば，上顎の三尖頭の歯の数（33–68）が

多いことで S. elegans（通常 27–33）および S. astilbos（27–35）

と識別可能である（Watson and Chen, 1998; Keith et al., 

2009b; Maeda et al., 2011a, 2015参照）．ナンヨウボウズハ

ゼの雌は，体側の斑紋パターン（体側に 2本の黒色縦帯を

有する）が異なることで S. zebrinusおよび S. rutilaureusの

雌（これら 2種の雌では体側に複数の黒い斑紋が並ぶ）か

ら識別できる（Watson, 1996; Watson et al., 1998参照）．さ

らに，尾鰭基底がナンヨウボウズハゼの雌では黄色がかる

が，S. rutilaureusの雌では赤色がかることでも識別できる

（Keith et al., 2015b, 2021参照）．

ナンヨウボウズハゼは，琉球列島以南を主な分布域と

し，九州や四国，本州では黒潮の影響を受ける地域から散

発的な記録がある（Watson and Chen, 1998；前田，2018；

瀬能ほか，2021）．本種は，浮遊仔魚期に黒潮によって分

散すると考えられており（Yamasaki et al., 2007），静岡県

Fig. 3. Cephalic sensory system of Stiphodon percnopterygio-
nus; TKPM-P 26177, 22.5 mm SL. Lateral (upper), dorsal  
(middle) and ventral (lower) views. AN, anterior nostril; PN, 
posterior nostril. Bar: 1 mm.
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や高知県，和歌山県においては，冬季の水温低下に耐えら

れず，死滅回遊である可能性が高い（板井，2004；岩田・

細谷，2005；中尾・平嶋，2012a）．高知県や和歌山県と地

理的に近接し，気候が大きく変わらない徳島県でも，本種

Fig. 4. Underwater photographs of possible Stiphodon percnopterygionus in Iseda-gawa River Tokushima Prefecture, Japan. A: taken 
on November 22, 2019; B: taken on October 17, 2021. Photo by K. Shono.



Ichthy 15 ǀ 2021 ǀ 15

Ito et al. — Stiphodon percnopterygionus from Tokushima Prefecture

は死滅回遊と考えてよいだろう．

徳島県において，ナンヨウボウズハゼと考えられる個

体は，2019年 11月 22日と 2021年 10月 17日に著者の

庄野によって海部郡海陽町伊勢田川でも撮影されている

（Fig. 4）．これらの写真の個体は，吻が広く，上顎を覆う

こと（Fig. 4A, B），第 2背鰭が 1棘 10軟条であること（Fig. 

4A），胸鰭軟条数が 14であること（Fig. 4A），体側に 2本

の黒色縦帯があること（Fig. 4A, B），胸鰭に斑紋がないこ

と（Fig. 4A, B），尾鰭基底が黄色がかること（Fig. 4A, B）

などがナンヨウボウズハゼの雌の特徴と一致する．これ

らの形態的特徴に加えて，高知県や和歌山県では本種が比

較的よく確認されていること（藤田，1996；渋谷・高橋，

1999; Fujita et al., 2002；藤田，2004；中尾・平嶋，2012a, 

b），今回，徳島県の伊座利川で本種が確認されたことから，

2019年と 2021年に伊勢田川で撮影された個体はナンヨウ

ボウズハゼである可能性がきわめて高い．今後，徳島県南

部の河川でのナンヨウボウズハゼの出現状況を把握してい

く必要がある．
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